
 

 

 

平成 29 年  月  日 

令 和 元 年 ９ 月 ６ 日 

住宅局建築指導課 

 

令和２年から建築士試験の受験要件が変わります！ 
～「建築士法の一部を改正する法律の施行期日を定める政令」及び「建築士法の一部を改正

する法律の施行に伴う関係政令の整備に関する政令」の閣議決定～ 
 

昨年１２月１４日に公布された建築士法の一部を改正する法律の施行期日等が、本日、閣

議決定されました。これにより、令和２年の建築士試験（※）から、建築士試験の受験要件と

なっている実務経験について、免許登録までに積んでいればよいことになり（実務経験のみ

の者が二級・木造建築士免許を受ける場合等を除く）、例えば、大学卒業後すぐに試験に合

格し、その後実務経験を経て免許登録するといったことも可能になります。 
（※）一級建築士試験の「学科の試験」は、例年７月第４週日曜日に実施しておりますが、令和２年に例年通り実施した場合、東京オリン

ピック・パラリンピック期間中となります。このような状況に鑑み、東京オリンピック・パラリンピック開催期間中の大規模な人の移動を

避ける観点等から、試験会場が確保されることを前提に、「学科の試験」については、例年より２週間早い７月１２日（日）の日程で実施す

る予定です。なお、「設計製図の試験」については、例年通り実施予定です。 

１．背景 
建築士試験を受験するための要件とされている実務の経験について免許登録の際の要件と

すること等を内容とする、建築士法の一部を改正する法律（平成30年法律第９３号。以下、
「改正法」という。）が昨年１２月１４日に公布されたところです。改正法の施行にあたり、
その施行期日等を定める必要があることから、今般、「建築士法の一部を改正する法律の施行
期日を定める政令」及び「建築士法の一部を改正する法律の施行に伴う関係政令の整備に関
する政令」が閣議決定されました。 

 
２．概要 
（１）改正法の施行期日 
改正法の施行期日を令和２年３月１日とする。 
 

（２）建築士の登録・受験に係る手数料の見直し 
建築士の登録・受験に係る手数料の額について、以下のとおり改正する。 
 一級建築士の登録手数料                ：28,400円 
 一級建築士の受験手数料                ：17,000円 
 二級・木造建築士の免許に関する事務の標準手数料    ：24,400円 
 二級・木造建築士の試験の実施に関する事務の標準手数料 ：18,500円 

 
（３）その他所要の改正 
 
３．スケジュール 
閣 議 決 定   令和元年 ９月６日（金） 
公    布   令和元年 ９月１１日（水） 
施    行   令和２年 3月１日（日） 
 

 

＜問い合わせ先＞ 

 国土交通省 住宅局 建築指導課 田伏、星川 

 電話：03-5253-8111（内線：39520、39539） 

 





建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
案
要
綱

第
一

建
築
士
法
施
行
令
の
一
部
改
正

一

一
級
建
築
士
の
免
許
の
登
録
手
数
料
の
額
を
二
万
八
千
四
百
円
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
条
関
係
）

二

一
級
建
築
士
試
験
の
受
検
手
数
料
の
額
を
一
万
七
千
円
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
四
条
第
一
項
関
係
）

第
二

地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正

一

二
級
建
築
士
又
は
木
造
建
築
士
の
免
許
の
登
録
手
数
料
の
額
を
二
万
四
千
四
百
円
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
本
則
の
表
三
十
九
の
項
の
１
関
係
）

二

二
級
建
築
士
試
験
又
は
木
造
建
築
士
試
験
の
受
検
手
数
料
の
額
を
一
万
八
千
五
百
円
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
本
則
の
表
三
十
九
の
項
の
２
関
係
）

第
三

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
四

附
則

一

こ
の
政
令
は
、
建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
二
年
三
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す

る
こ
と
。

（
附
則
第
一
項
関
係
）



二

こ
の
政
令
の
施
行
に
伴
う
所
要
の
経
過
措
置
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
附
則
第
二
項
及
び
第
三
項
関
係
）



政
令
第

号

建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
九
十
三
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
建
築
士
法
（

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
十
条
の
十
九
第
二
項
、
第
十
六
条
第
一
項
及
び
第
三
十
七
条
並
び
に
地
方
自
治
法
（
昭

和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
建
築
士
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

建
築
士
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
二
百
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
一
万
九
千
二
百
円
」
を
「
二
万
八
千
四
百
円
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
一
万
九
千
七
百
円
」
を
「
一
万
七
千
円
」
に
改
め
る
。

（
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
建
設
省
関
係
法
令
の
適
用
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
建
設
省
関
係
法
令
の
適
用
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
百
十
五
号

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
条
中
「
行
な
つ
た
」
を
「
行
つ
た
」
に
、
「
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
試
験
を
受
け
な
い
で
」
を
「
第
四
条
第



二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
」
に
改
め
る
。

（
地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。本

則
の
表
三
十
九
の
項
中
「
第
四
条
第
二
項
、
」
を
「
第
四
条
第
三
項
、
」
に
改
め
、
同
項
の
１
中
「
第
四
条
第
二
項
」

を
「
第
四
条
第
三
項
」
に
、
「
一
万
九
千
三
百
円
」
を
「
二
万
四
千
四
百
円
」
に
改
め
、
同
項
の
２
中
「
一
万
七
千
九
百
円

」
を
「
一
万
八
千
五
百
円
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
二
年
三
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

建
築
士
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
一
級
建
築
士
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
で
あ
っ
て
、
こ
の
政
令
の
施
行
の

日
（
次
項
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
国
土
交
通
大
臣
の
行
う
一
級
建
築
士
試
験
に
合
格
し
た
も
の
（
第
二
条



の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
建
設
省
関
係
法
令
の
適
用
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
政
令
（
同
項
に
お
い
て

「
新
沖
縄
特
別
措
置
令
」
と
い
う
。
）
第
百
条
の
規
定
に
よ
り
一
級
建
築
士
の
免
許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
を
含
む
。

）
に
対
す
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
建
築
士
法
施
行
令
第
三
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
二
万
八

千
四
百
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
一
万
九
千
二
百
円
」
と
す
る
。

３

建
築
士
法
第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
二
級
建
築
士
又
は
木
造
建
築
士
の
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
で
あ
っ
て
、

施
行
日
前
に
都
道
府
県
知
事
の
行
う
二
級
建
築
士
試
験
に
合
格
し
た
も
の
（
新
沖
縄
特
別
措
置
令
第
百
条
の
規
定
に
よ
り
二

級
建
築
士
の
免
許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
を
含
む
。
）
又
は
木
造
建
築
士
試
験
に
合
格
し
た
も
の
に
対
す
る
第
三
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準
に
関
す
る
政
令
本
則
の
表
三
十
九
の
項
の
１
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
同
項
の
１
中
「
二
万
四
千
四
百
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
一
万
九
千
三
百
円
」
と
す
る
。





理

由

建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
一
級
建
築
士
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
係
る
手
数
料
の
額
を

改
め
る
等
建
築
士
法
施
行
令
そ
の
他
の
関
係
政
令
の
規
定
の
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。





建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
案

新
旧
対
照
条
文
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○

建
築
士
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
二
百
一
号
）
（
抄
）

１

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○

沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
建
設
省
関
係
法
令
の
適
用
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
百
十
五
号
）
（
抄
）

２

○

地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
元
年
政
令
第
十
二
号
）
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準
に
関
す
る

‥
‥
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‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

政
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
（
抄
）

３





- 1 -

○

建
築
士
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
二
百
一
号
）
（
抄
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
中
央
指
定
登
録
機
関
に
よ
る
一
級
建
築
士
の
登
録
手
数
料
）

（
中
央
指
定
登
録
機
関
に
よ
る
一
級
建
築
士
の
登
録
手
数
料
）

第
三
条

法
第
十
条
の
十
九
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
額
は
、
二
万
八
千
四
百
円
と

第
三
条

法
第
十
条
の
十
九
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
額
は
、
一
万
九
千
二
百
円
と

す
る
。

す
る
。

（
一
級
建
築
士
の
受
験
手
数
料
）

（
一
級
建
築
士
の
受
験
手
数
料
）

第
四
条

法
第
十
六
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
額
は
、
一
万
七
千
円
と
す
る
。

第
四
条

法
第
十
六
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
額
は
、
一
万
九
千
七
百
円
と
す
る

。

２

受
験
手
数
料
は
、
こ
れ
を
納
付
し
た
者
が
試
験
を
受
け
な
か
つ
た
場
合
に
お
い

２

受
験
手
数
料
は
、
こ
れ
を
納
付
し
た
者
が
試
験
を
受
け
な
か
つ
た
場
合
に
お
い

て
も
、
返
還
し
な
い
。

て
も
、
返
還
し
な
い
。

３

中
央
指
定
試
験
機
関
に
納
付
す
る
受
験
手
数
料
の
納
付
の
方
法
は
、
法
第
十
五

３

中
央
指
定
試
験
機
関
に
納
付
す
る
受
験
手
数
料
の
納
付
の
方
法
は
、
法
第
十
五

条
の
五
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
条
の
九
第
一
項
に
規
定

条
の
五
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
条
の
九
第
一
項
に
規
定

す
る
試
験
事
務
規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

す
る
試
験
事
務
規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。



- 2 -

○

沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
建
設
省
関
係
法
令
の
適
用
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
百
十
五
号
）
（
抄
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
建
築
士
の
資
格
に
関
す
る
経
過
措
置
）

（
建
築
士
の
資
格
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
百
条

沖
縄
の
建
築
士
法
の
規
定
に
よ
る
一
級
建
築
士
試
験
で
昭
和
四
十
四
年
八

第
百
条

沖
縄
の
建
築
士
法
の
規
定
に
よ
る
一
級
建
築
士
試
験
で
昭
和
四
十
四
年
八

月
二
十
二
日
ま
で
に
琉
球
政
府
の
行
政
主
席
が
行
つ
た
も
の
若
し
く
は
同
立
法
の

月
二
十
二
日
ま
で
に
琉
球
政
府
の
行
政
主
席
が
行
な
つ
た
も
の
若
し
く
は
同
立
法

規
定
に
よ
る
二
級
建
築
士
試
験
に
合
格
し
た
者
又
は
同
立
法
附
則
第
二
項
若
し
く

の
規
定
に
よ
る
二
級
建
築
士
試
験
に
合
格
し
た
者
又
は
同
立
法
附
則
第
二
項
若
し

は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
琉
球
政
府
の
行
政
主
席
の
選
考
を
受
け
て
、
一
級
建

く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
琉
球
政
府
の
行
政
主
席
の
選
考
を
受
け
て
、
一
級

築
士
若
し
く
は
二
級
建
築
士
と
な
る
に
ふ
さ
わ
し
い
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
と

建
築
士
若
し
く
は
二
級
建
築
士
と
な
る
に
ふ
さ
わ
し
い
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る

認
め
ら
れ
た
者
は
、
建
築
士
法
第
四
条
第
二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

と
認
め
ら
れ
た
者
は
、
建
築
士
法
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
試
験
を
受
け
な

ず
、
そ
れ
ぞ
れ
一
級
建
築
士
又
は
二
級
建
築
士
の
免
許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

い
で
、
そ
れ
ぞ
れ
一
級
建
築
士
又
は
二
級
建
築
士
の
免
許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

。

る
。
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○

地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
元
年
政
令
第
十
二
号
）
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準
に
関
す
る

政
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
（
抄
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

地
方
自
治
法
第
二
百
二
十
八
条
第
一
項
の
手
数
料
に
つ
い
て
全
国
的
に
統
一
し
て

地
方
自
治
法
第
二
百
二
十
八
条
第
一
項
の
手
数
料
に
つ
い
て
全
国
的
に
統
一
し
て

定
め
る
こ
と
が
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
事
務
（
以
下

定
め
る
こ
と
が
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
事
務
（
以
下

「
標
準
事
務
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
務
と
し
、
同
項
の
当

「
標
準
事
務
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
務
と
し
、
同
項
の
当

該
標
準
事
務
に
係
る
事
務
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
「
手
数
料
を
徴
収
す

該
標
準
事
務
に
係
る
事
務
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
「
手
数
料
を
徴
収
す

る
事
務
」
と
い
う
。
）
は
、
同
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
標
準
事
務
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

る
事
務
」
と
い
う
。
）
は
、
同
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
標
準
事
務
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
事
務
と
し
、
同
項
の
政
令
で
定
め
る
金
額
は
、
同
表
の
中
欄

同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
事
務
と
し
、
同
項
の
政
令
で
定
め
る
金
額
は
、
同
表
の
中
欄

に
掲
げ
る
手
数
料
を
徴
収
す
る
事
務
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金

に
掲
げ
る
手
数
料
を
徴
収
す
る
事
務
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金

額
と
す
る
。

額
と
す
る
。

標

準

事

務

手
数
料
を
徴
収
す
る
事
務

金

額

標

準

事

務

手
数
料
を
徴
収
す
る
事
務

金

額

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

三
十
九

建
築
士
法
（

１

建
築
士
法
第
四
条
第

二
万
四
千
四
百
円

三
十
九

建
築
士
法
（

１

建
築
士
法
第
四
条
第

一
万
九
千
三
百
円

昭
和
二
十
五
年
法
律

三
項
の
規
定
に
基
づ
く

昭
和
二
十
五
年
法
律

二
項
の
規
定
に
基
づ
く

第
二
百
二
号
）
第
四

二
級
建
築
士
又
は
木
造

第
二
百
二
号
）
第
四

二
級
建
築
士
又
は
木
造

条
第
三
項
、
第
五
条

建
築
士
の
免
許

条
第
二
項
、
第
五
条

建
築
士
の
免
許

第
一
項
及
び
第
二
項

第
一
項
及
び
第
二
項

並
び
に
第
十
三
条
の

２

建
築
士
法
第
十
三
条

一
万
八
千
五
百
円

並
び
に
第
十
三
条
の

２

建
築
士
法
第
十
三
条

一
万
七
千
九
百
円

規
定
に
基
づ
く
二
級

の
規
定
に
基
づ
く
二
級

規
定
に
基
づ
く
二
級

の
規
定
に
基
づ
く
二
級

建
築
士
又
は
木
造
建

建
築
士
試
験
又
は
木
造

建
築
士
又
は
木
造
建

建
築
士
試
験
又
は
木
造

築
士
の
免
許
に
関
す

建
築
士
試
験
の
実
施

築
士
の
免
許
に
関
す

建
築
士
試
験
の
実
施

る
事
務

る
事
務
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（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

備
考

備
考

一

こ
の
表
中
の
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
は
、
そ
れ
ぞ
れ
上
欄
に
規
定

一

こ
の
表
中
の
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
は
、
そ
れ
ぞ
れ
上
欄
に
規
定

す
る
法
律
（
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
を
含
む
。
）
又
は
政
令
に
お
け
る
用
語
の

す
る
法
律
（
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
を
含
む
。
）
又
は
政
令
に
お
け
る
用
語
の

意
義
及
び
字
句
の
意
味
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

意
義
及
び
字
句
の
意
味
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

二

こ
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
は
、
当
該
下
欄
に
特
別
の
計
算
単
位
の
定

二

こ
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
は
、
当
該
下
欄
に
特
別
の
計
算
単
位
の
定

め
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
そ
の
計
算
単
位
に
つ
い
て
の
金
額
と
し
、
そ
の

め
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
そ
の
計
算
単
位
に
つ
い
て
の
金
額
と
し
、
そ
の

他
の
も
の
に
つ
い
て
は
一
件
に
つ
い
て
の
金
額
と
す
る
。

他
の
も
の
に
つ
い
て
は
一
件
に
つ
い
て
の
金
額
と
す
る
。



建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
案

参
照
条
文

目
次

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○
建
築
士
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
二
百
一
号
）
（
抄
）

1

‥
‥
‥
‥
‥
‥

○
建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
九
十
三
号
）
に
よ
る
改
正
後
の
建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
（
抄
）

2

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
建
設
省
関
係
法
令
の
適
用
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
百
十
五
号
）
（
抄
）

3

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
（
抄
）

4

○
地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
元
年
政
令
第
十
二
号
）
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準
に
関
す
る

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

政
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
（
抄
）

5

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
（
抄
）

6
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建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
案

参
照
条
文

○
建
築
士
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
二
百
一
号
）
（
抄
）

（
中
央
指
定
登
録
機
関
に
よ
る
一
級
建
築
士
の
登
録
手
数
料)

）

第
三
条

法
第
十
条
の
十
九
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
額
は
、
一
万
九
千
二
百
円
と
す
る
。

（
一
級
建
築
士
の
受
験
手
数
料
）

第
四
条

法
第
十
六
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
額
は
、
一
万
九
千
七
百
円
と
す
る
。

２
・
３

（
略
）
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○
建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
九
十
三
号
）
に
よ
る
改
正
後
の
建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
（
抄
）

（
建
築
士
の
免
許
）

第
四
条

一
級
建
築
士
に
な
ろ
う
と
す
る
者
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
行
う
一
級
建
築
士
試
験
に
合
格
し
、
国
土
交
通
大
臣
の
免
許
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

一
級
建
築
士
の
免
許
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
行
う
一
級
建
築
士
試
験
に
合
格
し
た
者
で
あ
つ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
な
け
れ
ば
、
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

一
～
三

（
略
）

３

（
略
）

４

二
級
建
築
士
又
は
木
造
建
築
士
の
免
許
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
都
道
府
県
知
事
の
行
う
二
級
建
築
士
試
験
又
は
木
造
建
築
士
試
験
に
合
格
し
た
者

で
あ
つ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
な
け
れ
ば
、
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一
～
四

（
略
）

５

（
略
）

（
免
許
の
登
録
）

第
五
条

一
級
建
築
士
、
二
級
建
築
士
又
は
木
造
建
築
士
の
免
許
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
級
建
築
士
名
簿
、
二
級
建
築
士
名
簿
又
は
木
造
建
築
士
名
簿
に
登
録
す
る
こ
と
に
よ
つ
て

行
う
。

２
～
６

（
略
）

（
中
央
指
定
登
録
機
関
が
一
級
建
築
士
登
録
等
事
務
を
行
う
場
合
に
お
け
る
規
定
の
適
用
等
）

第
十
条
の
十
九

（
略
）

２

中
央
指
定
登
録
機
関
が
一
級
建
築
士
登
録
等
事
務
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
実
費
を
勘
案
し
て
政
令
で

定
め
る
額
の
手
数
料
を
中
央
指
定
登
録
機
関
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

（
略
）

（
受
験
手
数
料
）

第
十
六
条

一
級
建
築
士
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
国
（
中
央
指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
中
央
指
定
試
験
機
関
）
に
、
政
令
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
実
費
を
勘
案
し
て
政
令
で
定
め
る
額
の
受
験
手
数
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
・
３

（
略
）
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○
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
建
設
省
関
係
法
令
の
適
用
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
百
十
五
号
）
（
抄
）

（
建
築
士
の
資
格
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
百
条

沖
縄
の
建
築
士
法
の
規
定
に
よ
る
一
級
建
築
士
試
験
で
昭
和
四
十
四
年
八
月
二
十
二
日
ま
で
に
琉
球
政
府
の
行
政
主
席
が
行
な
つ
た
も
の
若
し
く
は
同
立
法
の
規
定

に
よ
る
二
級
建
築
士
試
験
に
合
格
し
た
者
又
は
同
立
法
附
則
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
琉
球
政
府
の
行
政
主
席
の
選
考
を
受
け
て
、
一
級
建
築
士
若
し
く

は
二
級
建
築
士
と
な
る
に
ふ
さ
わ
し
い
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
た
者
は
、
建
築
士
法
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
試
験
を
受
け
な
い
で
、
そ
れ
ぞ
れ
一
級

建
築
士
又
は
二
級
建
築
士
の
免
許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
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○
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
（
抄
）

（
沖
縄
法
令
に
よ
る
免
許
等
の
効
力
の
承
継
等
）

第
五
十
三
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
、
本
土
法
令
の
規
定
に
相
当
す
る
沖
縄
法
令
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
免
許
、
許
可
、
認
可
、
承
認
、
登
録
、
こ
れ
ら
の
処
分
の
取
消
し

、
申
請
、
届
出
等
の
処
分
又
は
手
続
は
、
別
に
法
律
に
定
め
が
あ
る
場
合
及
び
沖
縄
と
本
土
と
の
間
に
お
い
て
処
分
の
基
準
が
著
し
く
異
な
る
等
特
別
の
理
由
が
あ
る
場
合

を
除
き
、
政
令
（
当
該
本
土
法
令
が
総
理
府
令
又
は
省
令
で
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
総
理
府
令
又
は
省
令
。
以
下
次
条
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
本
土
法
令
の
相
当
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
処
分
又
は
手
続
と
み
な
す
。

２
～
４

（
略
）
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○
地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
元
年
政
令
第
十
二
号
）
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準
に
関
す
る

政
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
（
抄
）

地
方
自
治
法
第
二
百
二
十
八
条
第
一
項
の
手
数
料
に
つ
い
て
全
国
的
に
統
一
し
て
定
め
る
こ
と
が
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
事
務(

以
下
「
標

準
事
務
」
と
い
う
。)

は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
務
と
し
、
同
項
の
当
該
標
準
事
務
に
係
る
事
務
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の(

以
下
「
手
数
料
を
徴
収
す
る
事
務
」
と

い
う
。)

は
、
同
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
標
準
事
務
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
事
務
と
し
、
同
項
の
政
令
で
定
め
る
金
額
は
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
手
数
料

を
徴
収
す
る
事
務
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
と
す
る
。

標
準
事
務

手
数
料
を
徴
収
す
る
事
務

金
額

一
～
三
十
八

（
略
）

（
略
）

（
略
）

三
十
九

建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百

１

建
築
士
法
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
二
級

一
万
九
千
三
百
円

二
号
）
第
四
条
第
二
項
、
第
五
条
第
一
項
及
び
第

建
築
士
又
は
木
造
建
築
士
の
免
許
士
の
免
許

二
項
並
び
に
第
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
く
二
級
建

２

建
築
士
法
第
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
く
二
級
建
築

一
万
七
千
九
百
円

築
又
は
木
造
建
築
士
の
免
許
に
関
す
る
事
務

士
試
験
又
は
木
造
建
築
士
試
験
の
実
施

四
十
～
百
九

（
略
）

（
略
）

（
略
）
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○
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
（
抄
）

（
手
数
料
）

第
二
百
二
十
七
条

普
通
地
方
公
共
団
体
は
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
事
務
で
特
定
の
者
の
た
め
に
す
る
も
の
に
つ
き
、
手
数
料
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
分
担
金
等
に
関
す
る
規
制
及
び
罰
則
）

第
二
百
二
十
八
条

分
担
金
、
使
用
料
、
加
入
金
及
び
手
数
料
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
条
例
で
こ
れ
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
手
数
料
に

つ
い
て
全
国
的
に
統
一
し
て
定
め
る
こ
と
が
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
事
務
（
以
下
本
項
に
お
い
て
「
標
準
事
務
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
手

数
料
を
徴
収
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
標
準
事
務
に
係
る
事
務
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
き
、
政
令
で
定
め
る
金
額
の
手
数
料
を
徴
収
す
る
こ
と
を
標
準
と
し

て
条
例
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
・
３

（
略
）



建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
案
要
綱

建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
九
十
三
号
）
の
施
行
期
日
は
、
令
和
二
年
三
月
一
日
と
す
る
こ

と
。





政
令
第

号

建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
九
十
三
号
）
附
則
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の

政
令
を
制
定
す
る
。

建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
は
、
令
和
二
年
三
月
一
日
と
す
る
。





理

由

建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。





建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
案

参
照
条
文

○
建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
十
二
月
十
四
日
法
律
第
九
十
三
号
）
（
抄
）

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。





 
 

  
 

 

建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
要
綱 

一 
建
築
士
の
免
許 

 
 

一
級
建
築
士
、
二
級
建
築
士
又
は
木
造
建
築
士
の
免
許
は
、
一
級
建
築
士
試
験
、
二
級
建
築
士
試
験
又
は
木
造
建
築
士
試

験
に
合
格
し
た
者
で
あ
っ
て
、
大
学
等
に
お
い
て
国
土
交
通
大
臣
の
指
定
す
る
建
築
に
関
す
る
科
目
を
修
め
て
卒
業
し
、
建

築
に
関
す
る
実
務
の
経
験
を
一
定
期
間
以
上
有
す
る
者
等
で
な
け
れ
ば
、
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
四
条
関
係
） 

二 

一
級
建
築
士
試
験
、
二
級
建
築
士
試
験
及
び
木
造
建
築
士
試
験
の
受
験
資
格
の
見
直
し 

 
 

大
学
等
に
お
い
て
国
土
交
通
大
臣
の
指
定
す
る
建
築
に
関
す
る
科
目
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
は
、
建
築
に
関
す
る
実
務
の

経
験
が
な
く
て
も
、
一
級
建
築
士
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
等
、
一
級
建
築
士
試
験
、
二
級
建
築
士
試
験

及
び
木
造
建
築
士
試
験
の
受
験
資
格
に
つ
い
て
所
要
の
見
直
し
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

（
第
十
四
条
及
び
第
十
五
条
関
係
） 

三 

そ
の
他 

 

１ 

こ
の
法
律
は
、公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。 



 
 

 

（
附
則
第
一
条
関
係
） 

 

２ 
そ
の
他
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
こ
と
。 


